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問題提起事項

若手政治家、会員への

政治家もジャ～ナ リス トも文化人 も、日本は現在、第二の敗戦 ともい うべき危機的状況
にあると口を揃えてぃます。

私達世代以上の者には 「何だ、これ位の事で、、、、」と思っている者は相当います。

敗戦時、赤字国債は、恐らく当時の GDPの 4, 5倍はあったでしょう。生産設備は壊滅
状態、多くは家を焼かれ、家族を失い、食料は底をつき、現代の人々には想像を絶する凄
まじい状態だったのです。家族も家財も全く完全に失い、辛うじて探 しあてた僅かの金融
資産 (それでも家、4, 5軒分)も 二十歳そこらの世俗の知恵を持たない私は、あっと思
う間にモラ トリアムで全額凍結されました。家の再建と転進のための学資にしようと思っ
ていたのですが、、、、5,6年後に解除されたときにはインフレのため公務員初任給の三ヶ
月分の値掏ちになっていました。ただ、幸いなことに私の俸給は、課長、校長クラスの額
で生活に困ることはありませんでした。私の規戚、知人の多くは不在地主や恩給生活者、
サラリ～マンが多く、一年と経たないうちに無残な困窮生活に陥 り、売り食い生活を余儀
なくされるなかで、辛うじて糊口をしのぐといった状態においつめられ、多くの中産階層
は殆ど没落してぃったのです。

私の言いたい事は、私達世代以上は、財産税、モラトリアム、農地解放、インフレ等に
耐えて兎も角、子孫に付けは残しま.せんでした。その意味で中産階層は責任はとったと思
います。

私が最 も許 し難ぃのは、現在の指導層は口では巧妙な言辞を弄 しなが ら、いろいろな面
において平然 と付けを次世代に残 していることです。そ して、そのような政治家を選ぶ国
民が多数であることです.

私は原爆で家族を失い、東京、横浜、神戸、沖縄等の廃堀を具に見ま した。食をねだろ
多数の孤児達、物品や体まで売つて 日々を過す、亡き妹逮 と同世代の少女違多数を波上場
や街中で目の当た りに したとき、腹の底か ら噴 き上げてくる怒 りをどうしよぅもあ りませ
んで した。 このような悲惨な状況を生み出 したのは教育なのだ。特にあの昭和十年代以降
の教育に問題があったのだと思いま した。若気の至 りで、「よし、文部省の教育体制をぶっ
壊 してやろう」 と本気で考えま した。所栓、鮒螂の斧に しか過ぎなかったのですが、思 う
存分暴れ まわった我侭な教師で した。今、振 り返ってみてやは り落第教 llliだ ったと自己批
判 しなが らも、ある種の自己満足 も持っています。教師落第記を書き殴 ってぃますが、い
つかお眼にかける機会があるかもしれません。

爺のたわ言、失礼 しま した。

そして、やはり、若い世代の方々に大きな夢と,切待を抱き続けています.,
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